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№ 講演者 講演内容 

１ 

 

表題 
ＱＭＳの有効性に着目した内部監査の進め

方と効果的な審査活動の方法（仮題） 
 

要旨 

ＱＭＳ審査員は審査活動においてマネジメントシステム

の改善に寄与することが大切です。このため、QMS の

有効性に着目した内部監査の進め方、審査活動を効果的

に行うための方法、QMS 審査員としての自己評価から

弱点を特定して審査技術の向上を図るための方法につい

て事例をもとに解説します。 有限会社福丸マネジメントテクノ 

代表取締役 

福丸 典芳 様 CPD 対象；QMS 

2 

 

表題 
企業のカーボンニュートラル・脱炭素経営

の実務（仮題） 

要旨 

パリ協定 6 条と日本政府の対応策、欧米企業の動向など

を解説する「脱炭素をめぐる国内外の政策トレンド」、

GHG 排出量算定、LCA の算定・分析、GHG 検証か

ら、カーボンニュートラル達成に向けた削減策を解説す

る「企業におけるカーボンニュートラルの取組」を取り

上げます。 超え環境ビシネス株式会社 

代表取締役 

冨澤 昌雄 様 CPD 対象；EMS 

3 

 

表題 
ヒューマンエラーの理解と対策の考え方 

～ヒューマンエラーは原因ではなく結果である～（仮題） 

 

要旨 

ヒューマンエラーとは「ある行為があり、その行為がある許容範
囲から外れたもの」と言えます。当事者は、その行為の瞬間は、
正しい、合理的、損失が少ないと考えていても、その行為の結果
が許容範囲外になった時、ヒューマンエラーと評価されます。そ
の意味で、ヒューマンエラーは原因ではなく結果であるといえま
す。 
当事者の判断は、当事者を取り囲む環境要因と当事者自身の要因
で決定されるため、対策は、判断の背後要因を推定し、判断に至
る因果関係を断ち切ることです。 

株式会社安全推進研究所 

代表取締役所長 

河野 龍太郎 様 CPD 対象；QMS、EMS、ISMS、FSMS、OHSMS 

（注）講演時間はそれぞれ 75 分を予定しています。また、講演タイトルは変更となる可能性もあります。 

講演を聴講頂いた後、設問に回答頂くことで、上記に記載している MS での講演時間分の継続的専門能力開発

（CPD）実績として申請可能です。また、講演会の動画は、後日、JRCA 登録者専用の web サイト「審査員の

ページ」に掲載予定ですが、後日に掲載した動画を視聴し、継続的専門能力開発(CPD)実績として申請する場合

は、指定の様式での目的及び習得内容の記述が必要となります。 

講演テーマ 
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【申込み期限：2024 年 1 月 31 日（水）】＊定員になり次第締め切ります。 

【問合せ先】 一般財団法人日本要員認証協会 マネジメントシステム審査員評価登録センター（JRCA） 

問い合わせフォーム：https://www.jrca-jsa.or.jp/com/query_com/  

 メールアドレス：jrca@jrca-jsa.or.jp 

 

 

開 催 日： ２０２４年２月１６日（金）～２６日（月） 

参加資格： 
JRCA に審査員、内部監査員、管理技術者としてご登録を
頂いている方 

参加費用： 無料 

定 員： 5,000 名（定員になり次第お申込みの受付を締め切ります） 

開催方法： 
オンライン開催 
（インターネットの使用料金や携帯電話の通話料はお客様のご負担となります） 

１．ＪＲＣＡのホームページのトップにあるＪＲＣ

Ａ講演会の案内画像をクリック。

２．参加申込フォームに必要事項を入力し、確認ボ

タンをクリック 

 

３．申込内容の確認後、送信ボタンをクリックする

と、入力したメールアドレスに返信メールが届

きます。 

又は、右の二次元コードを

スマートフォンなどで読み

込んでも参加申込フォーム

を開くことができます。

４．準備が出来次第、入力していただいたメールアドレスに、JRCA 講演会参加用の ID 及びパスワード

お送りします（２０２４年２月上旬予定）。JRCA 講演会は、株式会社Ｊストリームの e-learning

システムを利用して開催し、ID 及びパスワードはこのシステムから直接、「参加申込フォーム」に

記入を頂いたメールアドレスにお送りします。 


